
文化財レスキュー活動

　マグニチュード9.0という巨大なエネルギーを

もった東北地方太平洋沖地震(2011年３月11日14時

46分頃発生)とそれにともなって発生した大津波

は、東北地方にきわめて大きな被害をもたらしまし

た。この東日本大震災により多くの文化財も被災

し、国指定の文化財、県および市町村の指定文化財、

また、未指定のものを含めますと、その数は膨大な

ものとなります。

　奈良文化財研究所は、３月30日に文化庁の要請

により結成された東北地方太平洋沖地震被災文化

財等救援委員会に参加し、この２年間、様々な文

化財レスキュー活動を展開してきました。博物館、

美術館あるいは文化財収蔵施設における被災文化

財の救援活動、津波等により水損した紙資料の応

急処置、文化財の救援に必要となる物資の提供、

被災文化財を搬送する車両(ワゴン車と4tトラッ

ク)の提供、被災文化財レスキューのための募金活

動等です。被災地での救援活動には40名を越える

研究系職員が派遣されています。また、派遣や物

資の搬送にかかわる事務手続きには事務系職員が

あたりました。被災地現地での前線活動と研究所

における後方支援が全所的に展開されました。

　特に、水損した紙資料の応急処置では、奈良市

場冷蔵株式会社の御協力による資料の搬送と冷凍

保管、奈文研および関西地区の諸機関(奈良県立橿

原考古学研究所、兵庫県立考古博物館、神戸市埋

蔵文化財センター、姫路市教育委員会)における真

空凍結乾燥、ＮＰＯ法人書物の歴史と修復に関する

研究会によるクリーニング作業という一連のシス

テムが確立されました。この協力体制は、今後の

水損紙資料のレスキューにも活かされるものです。

　　　　　　　　(埋蔵文化財センター　高妻洋成)

大型真空凍結乾燥機による水損紙資料の乾燥
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